






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































発的?である。日本はおおむね比較的?内発的 開化?で進んできたが、維新以来事態は一変し、急に 自己本位?の能力を失い、外から無理にいう通りにしなければならなく た。それは西洋の開化が日本よりも数十倍進んでいるからにほかならない。その結果、日本人は、新しい波が到来したためにゆっくり考える暇もなく、古い波を?未練?もなく棄てなければ らなくなり、そのために?空虚の感?
、?不満?
、?不安の念?を抱




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































値関係づけ?を重視するとともに、それが実践 価値判断 不可分の関係にあることが強調されている。こ 姿勢は基本的に後年まで維持され、
すでに見たところでは、
?主体的なコミット










































































































































































































































































































































































の出発点をなしており、その行く先は多様に分化していった。そのうち最も教養 と関係が深いのは、やはり?お化粧的なヨーロッパ的教養?という規定であろう。それは、何度もいように、基本的に、戦前のファシズムな し軍国主義 対し有効な対応をなし得なかった?教養主義的インテリ?に対する批判の道具であり、より広い枠組でいえば 学問?知識人の非実践性を衝く装置であった。
知識人に関しては、
?知識人の社会






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































北極星はそのときはじめて 指針? し 彼を助けるだろう。
?
??対
話?
115f. ?行
動
す
る
時、学
問
が
決
め
る
の
で
は
な
く、主
体
自身が?学問を一つの座標軸として 決めるのであ
?
23?　
丸山は、ウェーバーのいう?事実をして語らしむる?ことの
陥
穽
を
も
知
悉
し
て
い
た?
?マ
ッ
ク
ス?ヴ
ェ
ー
バ
ー
に
お
け
る
R
ationalisierung
の問題?
?一九六五年?
?座?
?328 ?。
?
24?　
丸山は、思想史では主体の?意味付与?を決定的な条件と考
えたが、
?歴史的時間?
を
?自然的時間?
に解消する日本の
?事
実主義?感覚主義?の伝統について語った際に、こういっている。
?歴史からわれわれが
?学?
びうるのは、
現代から過去の出
4444
来事に意味賦与をして
44444
、歴史的状況や人物を一定の?典型?に
ま
で
抽
象
化
す
る
こ
と
を
通
じ
て
で
あ
る?
??対
話?
118 ?
cf. ?講
義
録?
18 ?。?意味賦与?する主体は、何らかの?思想?を前提と
しているが、それによって見出される?典型?は、如何に抽象化されても、
その
?思想?
の刻印を帯びざるを得ない。
これは、
Ｈ?Ｇ?ガダマーのいわゆる
?解釈学的循環?
、
あるいは
?作用
史?
W
irkungsgeschichte ??に
関
わ
る
問
題
で
あ
る。丸
山
は、ハ
イ
デ
ガ
ー
以
降
ガ
ダ
マ
ー
へ
と
展
開
す
る
解
釈
学
と
そ
の
伝
統
に
つ
い
て、
?大よそのことを知っていた?
が深くは読んでいなかったら
しい
?松沢
?近?現代史思想と伝統の問題?
381 ?
が、
筆者には
いまこれに立ち入って、丸山の主張と比較する能力もなければ余裕もな 。
?
25?　
なお、
?カッコ?については後述第二節⒝註参照。
知識人と「教養」（二）317
六五
